
北海道教育大学函館校     

  

Project 

⑭ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館と演劇文化 第３弾 

【メンバー】 [学   生]   木村 美海/水嶋 香織/成田 風輝/掛端 涼奈/中川 愛/今村 美結 

蓮見 直緒/馬場 徹/飛騨 克彦/坂本 亜実 

[担当教員]   星野 立子 

 

【背景】 

函館における地域と演劇の関わりの課題について、地域に根ざした演劇文化があるにもかかわらず主に若

い世代の演劇への関心が薄いという問題がある。そこで函館と演劇文化の現状を調査し改善しようと考えた。 

【目的】 

活動を通して函館と演劇の関わりについて調査する。コロナ禍を機に演劇文化の意義について見つめ直

し、演劇が地域にある意義を考える。また、函館の演劇文化に関する調査・考察によって演劇に関する知識を

身につけ、課題解決に繋げる。 

【概要】 

目的を達成するために函館で演劇に携わる方々にお話を伺ったり野外劇演劇を鑑賞したりする。最後に G

スクエアでシンポジウムを行う。 

最初に演劇団体の方々に直接お話を聞き、演劇がどのようなものかを知る。そこから地域と演劇の関わり

についての理解を深める。得られた知識や考察した結果を共有するためにシンポジウムを行う。これにより地

域と演劇が繋がるきっかけを作る。 

【プロセスと成果】 

前期は、各自演劇に関する著書を読み共有を行うことで、ほとんど演劇に関わったことの無いメンバーが多

い中で、「演劇」という文化を意識することから活動が始まった。そして、函館で演劇に関わる活動を行う方々

のお話を伺い、函館にとどまらない文化としての演劇ついて知識を深めたり、様々な立場で演劇に関わる人が

いることを意識したりという機会となった。また、函館に拠点を置く十数の劇団の方々に取材をさせていただ

き、地域の劇団の存在について考えたり、市民劇である野外劇を見に行くことで地域との関わりを実感したり

と演劇に関してどんどんと密度の高い知見へと成長できる機会を多く得た。 

後期は、前期同様、主に演劇に関わる方々へのコンタクトと終着点として設置していたシンポジウムの開

催、それに向けた準備活動を行った。後期で伺ったお話は、他地域の方へのコンタクトが中心となったが、他

地域の活動を知ることによって、決してゼロではない地域間の関係性があることを意識する機会として色濃い

ものとなった。そして最終地点として設置したシンポジウムでは、その過程で各々の考え方の共有や発表を行

いこれまでの総括としてまとめ、実際のシンポジウムにおいてそれらを軸に演劇を中心とした多様な関わりに

ついて深く考えることができた。演劇と地域に始まり、地域に演劇文化を主体として活動のできる「場所」を設

けることについての話や、演劇の他の文化との関わりについて、またコロナ禍を経た演劇のこれからについて

など、これまでの活動の成果を活かしながら、活発な意見交換の場を作り上げることができた。 

 

 

 

 

【青森にて田邉さんのお話を伺っている様子】 【シンポジウムの様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期は演劇に関する著書を読み、演劇関係者の方からお話を伺うことで演劇の魅力を学ぶことが出来た。

また、実際に函館野外劇を鑑賞したことで、演劇を身近に感じることが出来た。 

後期は旭川や青森の地域演劇についてお話を伺ったことから、地域ごとに比較した際の相違点や共通点を

見つけることができた。また、シンポジウムでは地域の方にも参加していただき、函館の演劇の存在を発信す

るという目的を果たすことができたと考える。 

前期と後期の活動を比較すると、後期は意見を出したり、共有したりすることが増えた。前期での反省点

で、コミュニケーションについて挙げられていたので、改善することが出来た。 

1年間の活動を通して、演劇について深く知ることが出来た。 

演劇鑑賞ではその場にいる全員が同じ空間・時間を共有する。観客同士の交流や観客と演者の掛け合い

など、人と人が関わる場として地域の劇場の存在意義があるのだと考える。また、劇場にはあらゆる世代の人

が集まる。観客同士で感想を言い合うことで、それぞれが、自身の中にはなかった新たな視点を持つことがで

きることも演劇の存在意義ではないだろうか。 

本プログラムの経験を活かし、今後は演劇の魅力や文化をより多くの人に伝えていきたいと考えている。 

今回行ったシンポジウムのように、地域の方が意見交流できる機会を増やせると良いのではないかと考え

る。また、今回調査した劇団はそれぞれSNSアカウントが存在する。各劇団が投稿した公演情報を、私たち自

身のSNS等でも告知すると、若者世代への演劇の魅力の発信に繋がるのではないだろうか。 

 

最後に、鈴木順子さん、袴田幸枝さん、館宗武さん、那須敦志さん、田邉克彦さん、劇団の皆様、そして地

域の皆様、お忙しい中、本プロジェクトの活動にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 

 【地域からの評価】 

「かける」というテーマのもと行ったシンポジウムの

アンケートを集計した結果、「リスクを防ぐこと＝幸せ

なことではないということを感じた。育てて来たものを

やめる、止めるエネルギーに疲れる気持ちに共感し

た。『今はやめておこう』ではなく『どうしたらできる

か』を考えていきたいと感じた。」、「今まで演劇を見

たことが無かったが、今回のシンポジウムで興味が

湧いたので、機会があれば見たいと思う。高専や未

来大で演劇を通した試みがあったことは知らなかっ

た。」、「“音楽”は“演じること”ととらえた学生さんが

いることを嬉しく思った。」、「自分は趣味で演劇を観

劇するだけなのだが、シンポジウムにてお話しを聞

かせて頂いて、劇団の運営、会場の設営、公演の開

催の可否など、ただ会場で公演を観るだけでは知る

事のできない様々な事を自分は少しだが知る事がで

きた。またこのようなシンポジウム等の機会があれ

ばぜひ参加したい。」などといった意見が寄せられ

た。 

また、成果発表会では、「地域に密着した演劇を

行っていることが分かった」、「函館に演劇文化があ

ることを知った」、「ポスターが簡潔であり、見やすか

った」、「函館にも小劇団が存在することを初めて知

った」などの意見が寄せられた。 

 

【その他】 

年間スケジュール 
前

期 

4月23日 地域プロジェクト始動 

5月13日 函館演劇鑑賞会理事長 

鈴木順子さんのお話 

5月14日 PaP元部員 袴田幸枝さんのお話 

6月 4日 演劇ユニット 41×46 主催 

館宗武さんのお話 

6月11日 演劇理論書を読む 

6月17日 「松井須磨子」観劇（2名） 

7月 9日～ 

   25日 

函館市内の劇団に関する調査 

7月11日～ 

8月 8日 

函館野外劇 観劇（全員） 

7月29日 朗読劇「悪魔をやっつけろ」 

観劇（2名） 

後

期 

10月 7日 地域プロジェクトⅡ始動 

10月28日 旭川歴史市民総合プロデューサー兼

脚本担当 那須敦志さんのお話 

11月 4日 袴田幸枝さんによるワークショップ（補

助 岡本結那さん） 

11月14日 空間シアターアクセプ代表 

田邉克彦さんのお話 

12月10日 「さよならアーカイブ」観劇（1名） 

1月16日 シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


